
 

(表) 損保労働の質を規定する要因の変遷と変化の概括 

 縦軸に労働の質を規定する要因の項目を置き、横軸にその変化の推移を記載し、最下段にその時点の労働の特徴を記載しています。 

自由化以前 合併第一幕  保険金不払い・保険料取り過ぎ問題 

商品・補償内容 全社一律 
個人分野は保険料水準を維持 
するための特約の増加 
生損保相互参入 

保険金不払い・保険料取り過ぎ問題を機 
に特約の縮減 

保険料 全社一律 企業分野は、Ｂｉｄ（入札） 
による大幅引き下げ競争 

日常的なＢｉｄ競争対応のために各社独 
自のリスク割引の社内制度化 

代理店手数料 全社一律 代理店囲い込み・乗合のため 
の横にらみのひき上げ 

収保規模による手数料ポイントに格差拡 
大 
 
専属性や代理店事務を加算評価項目化 
他社対抗上のポイント加算 

代理店施策 増収・シェアアップのための代理店新 
設・乗合競争 

ＰＣを使えない代理店の淘汰 
小規模代理店の廃止・統合および他代理 
店への使用人化促進 
 

システム・事務処理 各社ほぼ同程度 保険料を計算できるポケット 
型システム・ツールが必須に 

ＰＣ使用当たり前化 
保険金不払い・保険料取り過ぎ問題を機 
に、エラー防止等の社内事務処理システ 
ムに格差。 

経営の姿勢 
（キャンペーン・コンプラ・ 
顧客満足等） 

他社契約奪取のためのキャンペーン。 
コンプライアンス意識は薄い 

「ＣＳ」や「お客様本位」な 
どの言葉はあるものの実態を 
伴わず 

金融庁検査等を受け過度の営業督励自 
粛。コンプライアンス重視・業法違反の 
防止 

損調分野の重点 
過失相殺適用など「適正支払」の追求 
業務・部署名は「査定」「損害調査」 
 

たびたびの特約追加・変更で 
損調システムも追いつかず、 
約款適用誤りなどから保険金 
不払いの発生。 

顧客満足度競争や苦情件数縮減を優先す 
る「損調」対応。 
部署名も「損害サービス」「保険金サー 
ビス」などに変更 

人事制度・要員 総合職・一般職の複線型人事制度 
要員削減のための「希望退職 
募集」 
雇用の多様化促進 

成果型人事制度・業績賞与制度の拡大 
非正規雇用者への業務シフト 

残業時間管理 労基法にもとづく残業時間管理 
恒常的残業料不払い 

各社への労基署入検で残業料不払い摘発 
 
強制的「早帰し」 

損保労働の特徴 

商品・手数料に差がないことから増収策 
は、代理店の新設と他社代理店からの契 
約奪取。そのため営業の重点は代理店数 
の競争と乗合代理店への義理と人情およ 
びキャンペーン等のお願い営業。代理店 
へのサービス競争のための長時間労働と 
残業料不払い 

保険料ひき下げの消耗戦によ 
る要員の削減・雇用の多様化 
により、労働者一人ひとりの 
労働強化。 
特約の追加・改定に追いつか 
ず営業も損調も疲弊と不備の 
発生。 

コンプライアンス最優先により、「業 
法・規定」どおりの業務遂行とチェック 
の一方で増収追求。増収のアクセルを踏 
みながら、コンプライアンス遵守のブ 
レーキ。 

1998年の保険の自由化本格化以降、商品・保険料・代理店手数料の自由化とその変遷は、会社の経営施策や人事制度・システムなどに影響を与

え、私 
たちの労働の質にも大きな変化をもたらしました。その変遷の概略わ以下に示しました。 
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リーマンショック 合併第二幕   


